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『おいくら？』実績

種別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

家具 13 32 20 15 26 8 6 8 128

家電 8 6 6 14 6 8 4 1 53

ファッション 1 2 3 7 0 0 0 0 13

スマホ、ＰＣ、周辺機器 3 0 0 2 1 16 0 0 22

自転車 1 0 1 0 1 0 0 0 3

スポーツ用品 3 1 3 1 0 1 0 2 11

書籍、CD、DVD、ゲーム 0 3 0 0 5 0 0 1 9

楽器 5 0 0 2 2 1 1 0 11

ＡＶ機器 0 0 1 1 0 0 0 0 2

美術品・骨董品 1 0 0 0 1 1 0 1 4

バイク・カー用品 0 0 0 1 0 0 0 0 1

ブランド・時計・ジュエリー 0 0 3 0 0 0 0 0 3

工具・農機具 0 0 3 0 0 0 0 0 3

カメラ・光学機器 0 0 1 0 0 0 0 0 1

事務・厨房機器 0 4 0 0 0 0 1 0 5

ホビー・コレクターズアイテム 1 0 0 0 0 0 0 0 1

まとめて片付け 13 17 0 12 4 10 12 13 81

計 49 65 41 55 46 45 24 26 0 0 0 0 351

資料２
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一般廃棄物処理基本計画　目標値及び削減率設定根拠（一人１日あたりのごみ排出量） 資料４

①前回計画目標

目標：R7に821ｇ

目標：H30からR７までに５％減（協議会での提言による）

年度 数値 率

1 H30 864.0000000 ②環境基本計画

2 R1 857.7221760 0.7266% 目標：R14に760ｇ

3 R2 851.4899667 0.7266% 年度 数値 率 ③今回計画での目標値設定

4 R3 845.3030406 0.7266% 1 R3 844.000000000 目標：R17に738ｇ

5 R4 839.1610687 0.7266% 2 R4 835.994744400 0.94849% 目標：R6からR17まで約７％減

6 R5 833.0637244 0.7266% 3 R5 828.065417849 0.94849% 年度 数値 推計値 率

7 R6 827.0106833 0.7266% 目標値及び削減率 4 R6 820.211300167 0.94849% 1 R6 796 R６実績値（2025.10.1時点人口）

8 R7 821.0016237 0.7266% 821ｇ H30から約５％減 5 R7 812.431678006 0.94849% 2 R7 790.54422 0.6854%

9 R8 815.0362259 0.7266% 推計値↓ 6 R8 804.725844783 0.94849% 3 R8 785.12583 0.6854%

10 R9 809.1141727 0.7266% 7 R9 797.093100618 0.94849% 4 R9 779.74457 0.6854%

11 R10 803.2351491 0.7266% 8 R10 789.532752268 0.94849% 5 R10 774.40020 0.6854%

12 R11 797.3988425 0.7266% 9 R11 782.044113066 0.94849% 6 R11 769.09247 0.6854%

13 R12 791.6049425 0.7266% 10 R12 774.626502858 0.94849% 7 R12 763.82111 0.6854%

14 R13 785.8531410 0.7266% 11 R13 767.279247941 0.94849% 目標値 8 R13 758.58588 0.6854%

15 R14 780.1431321 0.7266% 12 R14 760.001681002 0.94849% 760ｇ 9 R14 753.38653 0.6854% 環境基本計画目標年度

16 R15 774.4746121 0.7266% 13 R15 752.793141058 0.94849% 推計値↓ 10 R15 748.22282 0.6854%

17 R16 768.8472796 0.7266% 比較参考（R6からR17まで） 14 R16 745.652973395 0.94849% 11 R16 743.09450 0.6854% 今回目標値及び削減率

18 R17 763.2608352 0.7266% 7.7388% 15 R17 738.580529507 0.94849% 12 R17 738 738.00133 0.6854% 738ｇ R6から約7％減

【7.2864％】

【目標値設定根拠】

１．現段階で目標数値を設定している前回計画及び環境基本計画での削減目標値を根拠に各年の削減率を算出の上、それぞれ今回計画の目標年度であるR17まで推計値を試算した。

２．今回計画における目標数値の設定は、環境基本計画の推計値を採用し目標値をR17 に738ｇとし、R６の実績値796ｇから逆算をすると削減率が約７％となる。

３．今回計画で設定した目標値及び削減率については、環境基本計画の目標値であるR14の760ｇを当該年度で達成する推計となっており、前回計画を基にしたR6からR17の推計削減率との

乖離はほぼないため、それぞれの計画との整合はとれるものとなっている。



目標値①　総排出量-7％（収集可燃ごみ原単位-8％、直搬可燃量-11%）
基準年度 目標年度

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

人 27,213 96,769 96,130 95,218 94,270 93,631 93,208 92,785 92,362 91,939 91,517 91,119 90,721 90,323 89,925 89,527

可燃ごみ t/年 25,119 24,387 24,121 23,273 22,632 22,313 22,049 21,846 21,525 21,266 21,008 20,813 20,507 20,259 20,012 19,827 -12.4%

資源ごみ t/年 2,466 2,232 2,073 1,983 1,964 1,934 1,912 1,898 1,878 1,862 1,851 1,841 1,825 1,813 1,805 1,799

粗大ごみ t/年 111 110 109 106 81 92 88 88 84 84 84 83 79 79 79 79

小計 t/年 27,696 26,729 26,303 25,362 24,677 24,339 24,049 23,832 23,487 23,212 22,943 22,737 22,411 22,151 21,896 21,705

可燃ごみ t/年 3,004 2,769 2,891 2,704 2,531 2,506 2,480 2,455 2,430 2,405 2,379 2,354 2,329 2,303 2,278 2,253 -11.0%

資源ごみ t/年 188 174 216 217 181 201 201 202 202 202 202 203 203 203 203 203

その他 t/年 99 134 61 13 6 30 27 25 23 22 21 20 19 19 18 18

小計 t/年 3,291 3,077 3,168 2,934 2,718 2,737 2,708 2,682 2,655 2,629 2,602 2,577 2,551 2,525 2,499 2,474

可燃ごみ t/年 28,123 27,156 27,012 25,977 25,163 24,819 24,529 24,301 23,955 23,671 23,387 23,167 22,836 22,562 22,290 22,080

資源ごみ t/年 2,654 2,406 2,289 2,200 2,145 2,135 2,113 2,100 2,080 2,064 2,053 2,044 2,028 2,016 2,008 2,002

粗大ごみ t/年 111 110 109 106 81 92 88 88 84 84 84 83 79 79 79 79

その他 t/年 99 134 61 13 6 30 27 25 23 22 21 20 19 19 18 18

計 t/年 30,987 29,806 29,471 28,296 27,395 27,076 26,757 26,514 26,142 25,841 25,545 25,314 24,962 24,676 24,395 24,179

t/年 1,060 964 941 750 644 644 644 644 644 644 644 644 644 644 644 644

t/年 30,987 29,806 29,471 28,296 27,395 27,076 26,757 26,514 26,142 25,841 25,545 25,314 24,962 24,676 24,395 24,179

g/人・日 3,120 844 840 812 796 792 786 781 775 770 765 759 754 748 743 738

392% 106% 106% 102% 100% 99.5% 98.7% 98.1% 97.4% 96.7% 96.1% 95.4% 94.7% 94.0% 93.3% 92.7%

t/年 32,047 30,770 30,412 29,046 28,039 27,720 27,401 27,158 26,786 26,485 26,189 25,958 25,606 25,320 25,039 24,823

g/人・日 3,226 871 867 833 815 811 805 800 795 789 784 778 773 768 763 758 -7.0%

17.7% 17.0% 17.2% 16.4% 16.5% 16.4% 16.4% 16.4% 16.4% 16.5% 16.5% 16.5% 16.5% 16.5% 16.6% 16.6%

※　四捨五入の関係で、合計が合わない場合があります。

657.7 605.1 -8.0%

収集ごみ原単位 73.6 68.7 -6.7%

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

可燃ごみ g/人・日 706 691 688 670 658 653 648 643 639 634 629 624 619 615 610 605

資源ごみ g/人・日 69 63 59 57 57 57 56 56 56 56 55 55 55 55 55 55

粗大ごみ g/人・日 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2

小計 g/人・日 779 757 750 730 717 712 707 702 697 692 687 682 677 672 667 662

原単位増減率（R6年度比）

項目 単位
実績値 予測値

人口（年度末人口）

収集量

直接搬入

排出量
（集団回収除く）

集団回収量

排出量計（集団回収除く）

排出量原単位（集団回収除く）

【参考】総排出量（集団回収含む）

【参考】総排出量原単位

リサイクル率（集団回収含む）

項目 単位
予測値

収集量

実績値

資料５
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　意見表まとめ

No. 　①ごみ収集カレンダーに関すること

1
もう少し簡素化できないか。細かく書いてもスミまで読まないのでは。

絵や図を多く取り入れて説明した方が良いのでは。

2
ごみ分別辞典をできるだけくわしく具体例を入れること。例：醤油でも

ペットのマークは資源。紙パックの中が銀ホイルはゴミ。

3 雑誌の分別方法

4 カレンダーの確認をしていない人が多い気がする。

5 島田市のLINEなどで通知するのはどうか？

6 分別方法がわかると処分のしかたがすぐわかって楽だと思う。

7

ごみ収集日などを１カ月ごと週ごとLINEでお知らせする。検索するより

お知らせできた方が意識はするようになると思います。年寄りなどはな

かなかネットをなじみのある人ばかりではないのでゴミ収集置場に回収

日、分別方法など簡単にはっておくのはどうか。

No. 　②おいくらに関すること

1
「おいくら」の意味を知らない人がほとんど。もっとアピールして欲し

い。

2
自治会等に広く周知してもらうように働きかけを推進していく。（出前

講座等）

No. 　③食用油・古布の拠点回収に関すること

1

食用油に関しては、多分おのおのの家庭で何らかの方法で処理している

と思われる。各公会堂等に回収缶の設置を考えたらどうか。古布に関し

てはどの程度出して良いかわからないので捨ててしまうことが多い。な

んでも良いとすれば回収は望めるが、回収後のことを考えるとそれも難

しい。（程度を知らせる方法がほしい）

2
食用油は災害時にはオイルランプのように明かりに使える方法を示して

やることにより、有効利用できることを示す。

3
飲食店をやっているので月１度静岡の業者さんが回収に来てくれる。個

人の家では回収場所に持っていくのは大変だと思います。

1



資料６

4
山間部なのでしかたないと思いますが拠点が遠いので大変なことがあ

る。

5

回収へもっていくまでの保管などなかなか面倒で忙しい日常の中で細目

にやれる人ばかりではない。食用油は重いなど、もう少し回収の仕方な

ど議論が必要。

No. 　④その他の取り組みに関すること

1

減量化に関して関心のある方とない方の差がとても大きいと感じまし

た。関心のない方にまず関心を持っていただくことが大切だと思いまし

た。今後の環境行政のその他の意見を寄せられた方に関心しました。こ

れらの意見をもっと市民の皆さんと共有できたらと思いました。

2

スーパーで資源ごみの回収種類がバラバラなので、できるだけ多く種類

を回収するように統一してほしい。食堂での利用の際、マイ箸持参する

とメリットがあるように利用を促進させる。キエーロのメリットを具体

的に提示してあげる。

3
市民一人ひとりのごみに対する意識を高めていく。（ゴミ増加のリスク

を訴えていく）

4
生ごみ処理キエーロのことは知っているが置く場所がないので使用でき

なくている。活用したい人はたくさんいると思います。

5

ごみを減らすことによる個人的なメリット等が具体的にあれば誰でも

とっつきやすいと思います。一人でも多くの人がごみの減量化、資源化

について興味が持てれば成果が出ると思います。

6

生ごみ処理キエーロなどは知らない人が多く取り入れるにしてもコスト

がかかる。置く場所がないなど、不安がある。地域ごとキエーロなどを

実際に紹介する機会があるといいかと思います。薬局、スーパーなど普

段足を運ぶ所に置いてもらったりするのも一つの手段かと思います。商

工会女性部で雑紙回収をしています。結構雑紙を分別するだけでもごみ

袋へ入れるごみは減ります。市で雑紙回収する予定はないですか？

　⑤食品ロスについて

2
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1
ごみにしてもフードロスにしても住民に何回もくどいぐらい知らせるこ

とが必要。

2
食べきる。使い切る。市民の方々が心がける。そういう意識の啓発にも

力を入れる。

3

農家の規格外を積極的にスーパーでわけありとして販売してもらう。企

業の消費期限間近なものはフードバンクに寄付してもらう。野菜食品の

保存方法を示してロスを家庭で少なくする。調理済みの野菜の保存方法

も。温室効果ガス抑制のためにできるだけ有機農法を進める。化学肥料

も削減する。

4 フードバンク事業はどこでどのようにやられているのか？

5 飲食店への「30.10」運動の推進、お願い等をしていく。

6
食品ロスを少なくすることは各家庭、個人の意識を高める必要があるの

では。

7

食品ロスに関して詳しく知らない人、興味がない人がいると思う。食品

を無駄にしないように、もったいないことをしないようにしている人は

多いと思うが、じゃあどうすればいいのか？を難しくなく簡単に子供で

もわかるレベルで周知できれば結果として食品ロス削減できるのではな

いでしょうか。

8

食品ロスは結局個人個人の意識ですが、フードバンクのPRは強化すべき

だと思います。意識をどうすれば持ってもらえるかというアピールも必

要かと思います。あと保存食の作り方、冷凍庫の利用などの紹介の仕方

など難しい問題です。

3


